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株式会社オールアバウト 
沖縄県・⼀般財団法⼈沖縄観光コンベンションビューロー 

 

【オールアバウト、沖縄県・沖縄観光コンベンションビューロー共同調査】 
「50〜60 代オトナ夫婦の関係に関する実態調査」を発表 

〜約 5 割の夫婦が⼆⼈きりでの旅⾏を”年 1 回以上”経験〜 
〜カチコチ夫婦がとろける⼀番のスパイスは”旅”！？ 

旅⾏頻度が⾼い夫婦ほど、⽇常⽣活での"仲良し⾏動"が顕著な傾向に〜 
 

 
総合情報サイト「All About」を運営する株式会社オールアバウト（本社：東京都渋⾕区、代表取締役社
⻑ 兼 CEO：江幡哲也）と、沖縄県・⼀般財団法⼈沖縄観光コンベンションビューローは、”旬⾹周島お
きなわキャンペーン”の⼀環として、冬期の誘客ターゲットのアクティブシニア層である東京、⼤阪在住
の 50 代〜6 0 代の既婚男⼥ 1,100 名を対象に、“いい夫婦の⽇”である 11 ⽉ 22 ⽇にあわせ、”夫婦関係”
に関する実態調査を共同で実施いたしました。 
 

調査結果のポイント 
 

■オトナ夫婦のコミュニケーションツールで最も使われているのは「電話での会話」。 
「⼿紙・メモ書き」でのやり取りは約 2 割。⼀⽅、「LINE」の利⽤率は約 1 割。 

 
■約 5 割の夫婦が⼆⼈きりでの旅⾏を”年 1 回以上”している。 

全く旅⾏をしない夫婦も約 3 割存在。 
 
■旅⾏頻度が⾼い夫婦ほど、「散歩」や「映画鑑賞」といった⽇常⽣活での 

"仲良し⾏動"が顕著に表れる結果に。 
 
■観光地のイメージ。⾷事の美味しさは「北海道」、リラックス効果や現地の⼈柄の良さ 

では「沖縄」に軍配。これからの冬シーズンの過ごしやすさでも「沖縄」が⼈気傾向。 
 

■調査概要 
・調査期間：2014 年 8 ⽉ 21 ⽇（⽊）〜8 ⽉ 22 ⽇（⾦） 
・調査地域 ：東京都・⼤阪府 
・有効回答数：1,100 件 
・調査⽅法：インターネットリサーチ 
・年代：50 代 550 名（50.0％）、60 代 550 名（50.0％） 
 
■All About での関連記事 
http://allabout.co.jp/1/238319/1/product/238319.htm 
 
■旬⾹周島おきなわキャンペーン 
http://cp.okinawastory.jp/ 



オトナ夫婦のコミュニケーションツールで最も使われているのは「電話での会話」。 
「⼿紙・メモ書き」でのやり取りは約 2 割。⼀⽅、「LINE」の利⽤率は約 1 割。 

 
東京・⼤阪在住の 50〜60 代の既婚男⼥

1,100 名に対して、⽇常の夫婦間のコミュニ
ケーションツールで何を使⽤しているか質問
したところ、「電話で会話」（76.6％）が最も
多く、ついで「携帯のキャリアメール（ショ
ートメール）（63.6％）」となりました。また
若年層を中⼼に⼈気の⾼い「LINE」は 14.5％
と、「⼿紙・メモ書き」（27.9％）よりも利⽤
率が低い結果になりました。【グラフ 1】 
 
 
さらに、⼀⽇の夫婦の平均会話時間も尋ねたと
ころ、「30 分以上 1 時間未満」（28.8％）、「1 時
間以上 3 時間未満」（26.3％）がボリュームゾ
ーンとなりました。⼀⽅で、「30 分未満」「ほと
んど会話しない」という層も 3 割近くいること
が明らかになりました【グラフ 2】 
 
 
 
 

 
約 5 割の夫婦が⼆⼈きりでの旅⾏を”年 1 回以上”している。 
全く旅⾏をしない夫婦も約 3 割存在。 
 

また、ここ数年における夫婦⼆⼈きりでの旅
⾏の頻度について尋ねたところ、「年に 1 回以
上」⾏く⼈が約 5 割（年に１回、半年に１回、
年に３回以上の合計）となり、⼆⼈に⼀⼈が夫
婦⽔⼊らずの旅を楽しんでいる結果となりまし
た。その⼀⽅で、「全く⾏かない」という夫婦も
約 3 割存在し、今後のシニア旅⾏の潜在需要を
表す結果とも⾔えるでしょう。【グラフ 3】 
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旅⾏頻度が⾼い夫婦ほど、「散歩」や「映画鑑賞」といった⽇常⽣活での 
"仲良し⾏動"が顕著に表れる結果に。 

 
前述の旅⾏頻度の回答結果と、⽇常⽣活での夫婦の”親密度合い”を図る⾏動を⽐較分析したところ、旅

⾏に「年に１回以上⾏く」夫婦は、「全く⾏かない」夫婦に⽐べて、⼀緒に“散歩する”、”映画鑑賞する”、”
家で晩酌する”、”洋服選びをする”と⾔ったほぼ全ての⾏動において実施傾向が⼤きく上回る結果になり
ました。旅⾏頻度と⽇常⽣活における親密度合いには相関関係があると⾔えそうです。【グラフ 4-1〜4】 

 
さらに、旅⾏先での⼀⽇あたりの会話時間が普
段と⽐べてどのくらい増えると感じるかを尋ね
たところ、「1.5 倍以上増える」（50％以上 75％
未満、75％以上 100％未満、100％以上の合計）
と回答した⼈が約 3 割となり、旅⾏が夫婦関係
にもたらす効果の⼀端と⾔えるでしょう。【グラ
フ 5】 
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また、旅⾏先での相⼿の⾔動でカチンとくるものを尋ねたところ、「特にない」（43.6％）が圧倒的に多
く、次いで「歩くペースが早い、または遅い」（16.6％）、「就寝時のイビキがうるさい」（16.2％）が 2
割にも満たず、シニア夫婦の旅⾏において、相⼿の⾏動はそこまで気にならないと⾔えそうです。【グラ
フ 6】 

 
観光地のイメージ。⾷事の美味しさは「北海道」、リラックス効果や現地の⼈柄の良さ 
では「沖縄」に軍配。これからの冬シーズンの過ごしやすさでも「沖縄」が⼈気傾向。 
 

 ⽇本国内の観光スポットに対して抱いている、いくつかのイメージについても尋ねたところ、「⾷事が
美味しい」では札幌、函館、⼩樽などの”北海道エリア”が最も多い結果となり、「⾃然に溢れている」、「リ
ラックスできる」「現地の⽅の⼈柄が良い」といった項⽬においては那覇や⽯垣島・宮古島など”沖縄エリ
ア”が⽀持を集める結果となりました。また、冬シーズンの旅⾏をする際の過ごしやすさでも、”沖縄エリ
ア”が九州エリアを⼤きく引き離し、最も多い結果となりました。【グラフ 7-1〜5】 
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■All About「夫婦関係」ガイド ⼆松まゆみ⽒のコメント 
「ご夫婦で会話をしていますか？」夫婦仲がカチコチになって悩んでいる⽅
に私が問いかける⾔葉はまずこれです。ほとんどの⽅は「少ないけど、会話
はあります」といった回答です。では会話の中⾝は？となると“⾷事は何時に
する”“早くお⾵呂に⼊ってください”“新聞持ってきて”などなど⽇常の事務的な
もの。⻑い⻑い間、⼀緒に⽣活しているのですから⽣活⾯での会話になって
しかたないのですが、これに⼀つスパイスを加えることでカチコチ夫婦はス
プレーで⽔をかけたように潤ってきます。そのスパイスは『⾃分の気持ち』
です。「嬉しい」「楽しい」「きれいだ」「わくわくする」「おいしい」「切な
い」「悲しい」などなど、今、⾃分が感じている気持ちを⼀⾔、声に出すだけ

で会話に深みが出て、相⼿をいとおしく思うようになるのです。そして、この気持ちがこもった会話は
ご⾃宅のリビングよりも旅先が、数倍広がりを⾒せます。今回のアンケートでも旅先での会話が普段よ
り１．５倍以上増えるとの回答が３割になりました。慣れきった⽇常では『気持ち』をいちいち述べる
のは⾯倒なもの。これが旅先となると「うわあ、エメラルド⾊の海、きれいね」「東京じゃ⾒ることが
できない星降る夜だね」「南国で飲む冷えたビールは格別にうまい」というように⼼が喜んでいるとい
う感情が現れます。すると⼀緒にいるパートナーも同調するので会話がグンと膨らみます。若い⼈は
Facebook などで感動をシェアしますが、我々のようなオトナ夫婦は⾔葉で感動をシェアするほうが得
意な世代。⼀番⾝近な旦那さん、奥さんと話をすることでカチコチ度をやわらかくできます。そして今
までたくさんのご夫婦と話してきた私が⾒つけた仲良し夫婦の法則は、⽇常⼀緒に⾏動する夫婦は旅⾏
回数も多く、益々夫婦仲良し度がアップするということです。朝の散歩でも、⼣⽅３０分だけの晩酌で
もなんでもいいのです。⼆⼈が「いい気分になる」時間を短時間でも共に過ごす。すると「今度、グル
メ三昧の旅に⾏くか」と旅⾏の誘いがしやすくなります。旅に出ればまた会話も増えるので益々仲良し
に。いいことづくめです。そして夫婦仲がクールになった時、あるいはマンネリ関係を打破したいと
き、おすすめの旅先は沖縄。理由は『海』と『⼼地よい空気』。海を⾒ると⼈の⼼にも⽔が満ちたよう
に穏やかになります。若かりし⽇、絶対に⼆⼈で海を⾒た⽢ずっぱい思い出があるはず。その思い出を
蘇らせるためにも海は必須景⾊なのです。散歩の延⻑線に旅があります。⼀緒にご近所を散歩している
時に「海が⾒える所に旅しよう」とつぶやいてみてください。 
 
 
 
 
 
■オールアバウトについて URL：http://corp.allabout.co.jp/ 
⼤⽇本印刷株式会社を⼤株主とする株式会社オールアバウトが運営するAll Aboutは、約1,300のテーマ
ごとに、専⾨の知識や経験を持った⼈＝「ガイド」が、その分野に関する情報を提供する総合情報サイ
トです。2001年2⽉15⽇のサイトオープン以来、順調にユーザ数を伸ばし、⽉間総利⽤者数は約3,830
万⼈（2014年7⽉実績、スマートフォン、モバイル含む）となっています。独⾃記事の展開を中⼼にシ
ステムだけでは到達しない満⾜度へ“⼈”が編集・ナビゲートするサービスです。 
 
 
 

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先： 
株式会社オールアバウト 広報担当：柏原 

TEL：03-6362-1309  FAX：03-6682-4229 
E-mail： pr@staff.allabout.co.jp 

 
⼀般財団法⼈沖縄観光コンベンションビューロー 

国内事業部 国内プロモーション課  TEL：098-859-6125 

会員 1 万 3000 ⼈を超えるコミュニティサイト「恋⼈・夫婦仲相談所」を運営し、夫婦仲の改善、セックスレス対処
法 ED 予防法を真剣に考える夫婦仲コメンテーター。的確なアドバイスにファンが多く、マスコミ取材や著書の執筆、
講演多数。 


